
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

環境生活部　環境政策課

【課の使命】
　周南市環境基本計画に基づき、本市が目指すべき環境像「豊かな自然をはぐくみ　未来へはばたくまち　周南」の実現に向け、安心・安全で持続可能なま
ちづくりに取り組みます。また、野犬を減らすための対策や墓地管理、さらに斎場の適正な経営など、市民サービスの向上に努めます。

【課の目標】
「恵み豊かな潤いのある環境の保全、創造及び再生と将来の市民への継承」を基本理念とし、周南市環境基本計画に沿って事業を実施していきます。
①野犬を減らすための対策
　「周南地域の野犬問題に関する連絡協議会」を軸とした県・警察等との連携のもと、県の行う野犬捕獲に協力するとともに、むやみなエサやり禁止の徹底
など野犬対策に積極的に取り組みます。

②地球温暖化防止対策の推進
　温室効果ガスを削減するため、エコ川柳の募集やエコすごろくを活用した出前トークなどの普及啓発事業や市内一斉ノーマイカーデーの実施、また、子供
向けのキッズエコチャレンジ事業を実施する周南市温暖化対策地域協議会の活動を支援します。

③合併処理浄化槽の普及促進
　合併処理浄化槽の設置費や維持管理費に対する補助金を交付することで、普及促進と適正な維持管理の推進を図るとともに、公共用水域の水質保全と
公衆衛生の向上に努めます。

④ごみのないきれいなまちづくりの推進
　市民、事業所、行政が一体となった、きれいなまちづくりを目指し、事業者、関係団体などと連携した推進体制づくりを進めます。

【働き方改革による業務改善等の取組】
　　課内で情報を共有し皆で協力することで、業務の偏りをなくし、健やかで働きやすい職場環境づくりに努めます。

（環境政策担当）
　市民が作るエコ川柳等を活用した事業などにより、地球温暖化防止についての意識啓発を図るとともに、合併処理浄化槽の設置等に対する補助や継続的な環境監視測
定を行うことなどにより、環境保全に努めます。
（生活衛生担当）
　市民生活が衛生的でかつ快適なものとなるよう、ごみのないきれいなまちづくりの推進、市営墓地・斎場等の施設の適正な運営、野犬等へのむやみなエサやり禁止の徹
底、狂犬病の予防、地域の給水施設の指導などを行います。
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３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H30職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・後期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

８　環境共生
１　低炭素・循環型社会の実現
１  低炭素社会の構築

市の二酸化炭素排出量削減に努めます。
【Ｒ3年度排出量目標５９７千トン・CO２】

８　環境共生
２　環境保全の推進
１  自然環境の保全と再生

浄化槽設置に対する支援等、生活排水の浄化対策を行い、公共用水域の水質保全や公衆衛生
の向上に努めます。

７　生活基盤
４　水道の安定供給と下水道の充実
４  上下水道事業の経営の安定化

上下水道事業における必要額を一般会計において負担し、安定運営を図ります。4

5
７　生活基盤
４　水道の安定供給と下水道の充実
１  安全な給水の確保

補償施設として設置された施設の維持管理を行い、安定した飲料水を提供します。

5,02418 14 4 人件費
会計年度
任用職員

7,344

目標

2,644,462

４　安心安全
３　市民生活の安全性の向上
２  安心安全な暮らしの実現

野犬に対するエサやりパトロールの強化、野犬の捕獲器の貸出し、野犬通報アプリ等を活用し、
住民と協働することで野犬を減らす対策に取り組みます。
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担当予算事業数 19

実現したい成果　（最終目標）推進施策

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 102,816

歳入予算額 44,808 歳出予算額
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